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(57)【要約】
【課題】発光部を備える表示装置の表示品位の低下の防
止と、消費電力の低減との両立を十分に行うことができ
る表示制御装置を提供する。
【解決手段】発光部（１１）を有し、画像データを表示
する表示パネルを制御する表示制御部（２０１）は、発
光部（１１）の発光タイミングを制御する発光制御部（
２７）と、発光タイミングの制御とは独立して、画像デ
ータの更新タイミングを制御する第１フレームレート設
定部（２２）とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光部を有し、画像データを表示する表示パネルを制御する表示制御装置であって、
　上記発光部の発光タイミングを制御する発光制御部と、
　上記発光タイミングの制御とは独立して、上記画像データの更新タイミングを制御する
画像データ更新制御部と、
を備えていることを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　上記発光制御部は、上記画像データ更新制御部による上記画像データの更新無しのタイ
ミングにて上記表示パネルの上記発光部を発光させる
ことを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　上記発光制御部は、所定の周期にて上記表示パネルの上記発光部を発光させる
ことを特徴とする請求項１または２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　上記表示制御装置は、外部から供給された画像データの更新の有無を、予め設定された
画像更新期間毎に判断する画像データ更新判断部をさらに備え、
　上記画像データ更新制御部は、上記画像データ更新判断部の判断結果に応じてフレーム
レートを設定することによって、上記表示パネルに、少なくとも２種類のフレームレート
を切替えて画像表示を行わせる第１フレームレート設定部を備える
ことを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　上記画像データ更新判断部が、外部から供給され、上記表示パネルに転送する画像デー
タを格納する画像データ格納部に格納された画像データにより更新の有無を判断すること
を特徴とする請求項４に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　上記第１フレームレート設定部は、
　上記画像データ更新判断部により、画像データ更新無しと判断されたとき、上記フレー
ムレートを、前回の画像更新判断時のフレームレートよりも低いフレームレートに設定す
ることを特徴とする請求項４または５に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　上記画像データ更新制御部は、ユーザによりフレームレートの上限値を設定する第２フ
レームレート設定部をさらに備え、
　上記第１フレームレート設定部は、
　フレームレートの上限値を、上記第２フレームレート設定部で設定されたフレームレー
トの上限値とすることを特徴とする請求項４～６の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　上記表示制御装置は、当該表示制御装置を搭載する電子機器のバッテリー残量をチェッ
クするバッテリー残量チェック部をさらに備え、
　上記画像データ更新制御部は、上記バッテリー残量チェック部により検知されたバッテ
リー残量に応じてフレームレートの上限値を設定する第３フレームレート設定部をさらに
備え、
　上記第１フレームレート設定部は、
　フレームレートの上限値を、上記第３フレームレート設定部で設定されたフレームレー
トの上限値とすることを特徴とする請求項４～７の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　表示制御装置を搭載する電子機器において実行されるアプリケーション毎に、当該アプ
リケーションを実行したときの画像表示を表示パネルに行わせるフレームレートの上限値
が設定されており、
　上記表示制御装置は、実行されている上記アプリケーションを判断するアプリ実行判断
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部をさらに備え、
　上記画像データ更新制御部は、実行されているアプリケーションに対応してフレームレ
ートの上限値を設定する第４フレームレート設定部をさらに備え、
　上記第１フレームレート設定部は、
　フレームレートの上限値を、上記第４フレームレート設定部で設定されたフレームレー
トの上限値とすることを特徴とする請求項４～８の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　表示パネルに、少なくとも２種類のフレームレートを切替えて画像表示を行わせる表示
制御方法において、
　外部から供給された画像データの更新の有無を、予め設定された画像更新期間毎に判断
する画像データ更新判断工程と、
　上記画像データ更新判断工程における判断結果に応じてフレームレートを設定するフレ
ームレート設定工程と、
を含むことを特徴とする表示制御方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の表示制御装置としてコンピュータを機能させるための表示制御プログ
ラムであって、上記発光制御部および上記画像データ更新制御部としてコンピュータを機
能させるための表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光部を有し、画像データを表示する表示パネルを制御する表示制御装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のモバイル向けＯＬＥＤ（Organic Light Emitting Diode）表示装置、および、バ
ックライトを備える液晶表示装置などの発光部を備える表示装置では、ちらつき等が懸念
される。そのため、図９に示すように、６０Ｈｚ間隔の垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）によ
って、常時画像データを更新していた。
【０００３】
　しかしながら、６０Ｈｚ間隔の垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）によるデータの更新、すな
わち駆動周波数が６０Ｈｚでは、動画などの早い動きに対応しきれず、画質が低下する虞
がある。
【０００４】
　このため、図１０における１２０Ｈｚの図に示すように、駆動周波数を６０Ｈｚから１
２０Ｈｚに上げて、表示装置における画質の向上（例えば動画映像を滑らかに表示する等
）を図ることが考えられる。しかしながら、駆動周波数を６０Ｈｚから１２０Ｈｚに上げ
れば、駆動タイミングが倍になるため、消費電力が増大する。また、図１０における６０
Ｈｚの図に示すように、画像データの更新がない場合は、駆動周波数を１２０Ｈｚから６
０Ｈｚに下げて、フレーム間引き等を行い、データ転送しない期間（休止期間）を設ける
と、ちらつき等により表示品位が低下する虞がある。そこで、消費電力の増大および表示
品位の低下を防ぐために種々の技術が提案されている。
【０００５】
　例えば特許文献１には、表示パネルに、少なくとも２種類のフレームレートを切替えて
画像表示を行わせる表示制御装置に関する技術が開示されている。当該表示制御装置は、
外部から供給された画像データの更新の有無を、予め設定された画像更新期間毎に判断す
る画像データ更新判断部と、画像データ更新判断部の判断結果に応じてフレームレートを
設定する第１フレームレート設定部と、を備えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】ＷＯ２０１６/０９３１２５（２０１６年６月１６日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１には、表示装置の発光部をどのように制御するべきかについては記載がない
。この点に関し、例えば、特許文献１に対して、図１１および図１２に示すように、デー
タ転送しない期間（休止期間）に発光タイミング（Emission）を休止させる駆動を適用す
ると、ちらつき等により表示品位が低下する虞がある。発光部を備える表示装置では、消
費電力を抑制しつつ、表示品位の低下を防止する技術が求められている。
【０００８】
　本発明は、上記の各問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、発光部を備える
表示装置の表示品位の低下の防止と、消費電力の低減との両立を図ることができる表示制
御装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る表示制御装置は、発光部を有し、
画像データを表示する表示パネルを制御する表示制御装置であって、上記発光部の発光タ
イミングを制御する発光制御部と、上記発光タイミングの制御とは独立して、上記画像デ
ータの更新タイミングを制御する画像データ更新制御部と、を備えていることを特徴とし
ている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の一態様によれば、発光部を備える表示装置の表示品位の低下の防止と、消費電
力の低減との両立を図ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態１に係る表示装置の概略構成ブロック図である。
【図２】図１に示す表示装置における画像データの更新タイミングおよび発光タイミング
を示すタイミングチャートである。
【図３】図１に示す表示装置の表示制御処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態２に係る表示装置の概略構成ブロック図である。
【図５】本発明の実施形態３に係る表示装置の概略構成ブロック図である。
【図６】図５に示す表示装置のフレームレート設定処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図７】本発明の実施形態４に係る表示装置の概略構成ブロック図である。
【図８】図７に示す表示装置のフレームレート設定処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図９】従来の表示装置における画像データの更新タイミングを示すタイミングチャート
である。
【図１０】従来の表示装置における画像データの更新タイミングを示すタイミングチャー
トである。
【図１１】図９に示す表示装置における画像データの更新タイミングに、発光タイミング
を加えた例を示すタイミングチャートである。
【図１２】図１０に示す表示装置における画像データの更新タイミングに、発光タイミン
グを加えた例を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　〔実施形態１〕
　以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。なお、以下では、画像データを
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更新する周期の逆数のことをフレームレートと記載し、本発明が、フレームレート可変の
表示装置に適用可能な発明であることを前提に説明する。また、本実施形態では、フレー
ムレートが１２０Ｈｚである倍速駆動、フレームレートが６０Ｈｚである通常駆動を切替
えて画像データの更新タイミングを制御することによって映像表示を行う表示装置を例に
説明する。
【００１３】
　（表示装置）
　図１は、表示装置１の概略構成ブロック図を示し、図２の（ａ）（ｂ）は、図１に示す
表示装置１における画像データの更新タイミングおよび発光タイミングを示すタイミング
チャートである。
【００１４】
　表示装置１は、図１に示すように、表示パネル１０１、表示制御部２０１、表示画像生
成部３０１、画像データ格納部４０１を含んでいる。
【００１５】
　表示パネル１０１は、発光部１１を有し、静止画像、動画像などの画像を表示するフレ
ームレート可変な表示デバイスである。表示パネル１０１としては、例えば、ＯＬＥＤ表
示パネル、および、バックライトを備える液晶表示パネル等が挙げられる。
【００１６】
　表示制御部２０１は、上記表示パネル１０１に、２種類のフレームレート（１２０Ｈｚ
、６０Ｈｚ）を切替えて映像表示を行わせることによって、画像データの更新タイミング
を制御する表示制御装置である。また、表示制御部２０１は、画像データの更新タイミン
グとは独立して、発光部１１の発光タイミングを制御する表示制御装置でもある。
【００１７】
　表示画像生成部３０１は、外部からの画像信号から表示パネル１０１に表示すべき画像
データを生成し、表示制御部２０１に転送する。
【００１８】
　画像データ格納部４０１は、表示制御部２０１が表示画像生成部３０１から受け取った
画像データを一時的に格納し、格納された画像データは、表示制御部２０１によって必要
に応じて読み出される。すなわち、画像データ格納部４０１は、表示画像生成部３０１か
ら供給され、表示パネル１０１に転送する画像データを一時的に格納するＶＲＡＭ（Vide
o Random Access Memory）である。
【００１９】
　表示制御部２０１は、画像データの更新の有無を、予め設定された画像更新判断期間毎
に判断する画像更新判断部（画像データ更新判断部）２１と、発光タイミングの制御とは
独立して、画像データの更新タイミングを制御する画像データ更新制御部２８と、第１フ
レームレート設定部２２によって設定されたフレームレートによりＶＳＹＮＣ（垂直同期
信号）を生成し、画像データ格納部４０１に格納された画像データを、生成した上記ＶＳ
ＹＮＣによるタイミングで表示パネル１０１に転送する画像データ転送部２３と、画像デ
ータの更新タイミングとは独立して発光部１１の発光タイミングを制御する発光制御部２
７と、を備えている。また、画像データ更新制御部２８は、画像更新判断部２１の判断結
果に応じてフレームレートを設定する第１フレームレート設定部２２を備えている。
【００２０】
　つまり、表示制御部２０１の第１フレームレート設定部２２は、予め設定された画像更
新判断期間毎に行われる画像データの更新の有無の判断結果から、フレームレートを設定
する。また、第１フレームレート設定部２２は、設定したフレームレートから表示更新の
タイミングを生成する。表示制御部２０１の画像データ転送部２３は、生成されたタイミ
ングで表示パネル１０１に画像データを転送するようになっている。
【００２１】
　ここで、本実施形態における画像更新判断期間は１２０Ｈｚとする。つまり、本実施形
態では、１２０Ｈｚ間隔で画像データの更新の有無を判断するようになっている。なお、
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この画像更新判断期間は、１２０Ｈｚに限定されるものではなく、６０Ｈｚや他の周波数
であってもよい。
【００２２】
　表示制御部２０１の第１フレームレート設定部２２は、通常の表示更新のタイミングを
、図２の（ａ）に示す倍速駆動の１２０Ｈｚとする。また、第１フレームレート設定部２
２は、パフォーマンスが不要な場合や表示更新がない場合は、表示更新のタイミングを、
図２の（ｂ）に示す通常駆動の６０Ｈｚとする。ここで、図２の（ｂ）に示す６０Ｈｚの
表示更新のタイミングは、１２０Ｈｚの表示更新のタイミングにおいてフレーム間引きを
行って実現している。具体的には、図２の（ａ）に示す１２０Ｈｚのデータ転送間隔から
、図２の（ｂ）に示すように、フレームを１回間引いて、データ転送しない期間（休止期
間）を設けることで、６０Ｈｚのデータ転送間隔、すなわち６０Ｈｚの表示更新のタイミ
ングを実現している。
【００２３】
　例えば、表示画像生成部３０１から所定のタイミングで画像データの転送が無い場合、
表示制御部２０１の画像データ転送部２３は、画像更新が無いと判断して画像データ格納
部４０１に既に格納されている画像データを読み出して、適宜、表示パネル１０１に転送
する。この際、表示制御部２０１の画像データ転送部２３は、パフォーマンスが不要な場
合や表示更新の必要がない場合と判断し、図２の（ｂ）に示すように、休止期間を設定す
ることで、表示パネル１０１への画像データの転送を一時停止してフレームレートを１２
０Ｈｚから６０Ｈｚに下げる。
【００２４】
　なお、画像更新の有無の判断は、画像データ格納部４０１に格納されている画像データ
の更新有無で判断してもよい。
【００２５】
　このように、パフォーマンスが必要な場合および／または表示更新がある場合に、フレ
ームレートを１２０Ｈｚ等の高い値に設定することによって、動画映像を滑らかに（スム
ーズに）表示することができる。また、上述の例では、発光タイミングの制御とは独立し
て、画像データの更新タイミングを制御する。これにより、従来のような酸化物半導体の
液晶表示装置以外の液晶装置およびＯＬＥＤ表示装置でも更新タイミングに休止期間を設
けることができる。その結果、パフォーマンスが不要な場合や表示更新がない場合に、フ
レームレートを下げたり、休止期間を設けたりすることによって、常時、フレームレート
を高く設定している場合に比べて、消費電力を低減できる。
【００２６】
　また、表示制御部２０１の発光制御部２７は、画像データの更新タイミングの制御とは
独立して、所定の周期にて表示パネル１０１の発光部１１を発光させるように、発光部１
１の発光タイミングを制御する。例えば、図２の（ａ）および（ｂ）に示すように、発光
制御部２７は、フレームレートが１２０Ｈｚから６０Ｈｚに下がったか否かに関わらず、
１２０Ｈｚ間隔の周期にて発光部１１を発光させる。これにより、図２の（ｂ）のフレー
ムを１回間引いて、データ転送しない期間である休止期間、すなわち、画像データ更新無
しのタイミングにおいても発光制御部２７は、表示パネル１０１の発光部１１を発光させ
るように発光タイミングを制御することになる。その結果、表示パネル１０１が、発光の
周期が少しでも変動すると表示品位が低下するＯＬＥＤ等の自発光のディスプレイであっ
ても、表示品位を確保できる。
【００２７】
　なお、上述の例では、発光制御部２７は、最速駆動（倍速駆動）のフレームレートと同
じ１２０Ｈｚの周期にて表示パネル１０１の発光部１１を発光させているが、本実施形態
ではこれに限定されない。本実施形態では、発光制御部２７は、例えば、２４０Ｈｚ等、
最速駆動のフレームレートよりも速い周期にて表示パネル１０１の発光部１１を発光させ
てもよい。また、本実施形態では、発光制御部２７は、表示パネル１０１の発光部１１を
常時発光させてもよい。
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【００２８】
　（表示制御処理：表示制御方法）
　上記構成の表示制御部２０１における表示制御処理について、図３に示すフローチャー
トを参照しながら以下に説明する。なお、表示装置１の通常のフレームレートを１２０Ｈ
ｚとし、パフォーマンスが不要な場合や画像更新がない場合には、フレームレートを１２
０Ｈｚから６０Ｈｚに下げるものとする。従って、本実施形態では、フレームレートの上
限値は、１２０Ｈｚとなる。
【００２９】
　まず、表示制御部２０１の画像更新判断部２１は、画像の更新（画像データの更新）の
有無を判断する（Ｓ１１）。ここで画像の更新有りと判断すれば、表示画像生成部３０１
に表示用の画像データを生成させ（Ｓ１２）、表示制御部２０１へ転送させる（Ｓ１３）
。
【００３０】
　次に、表示制御部２０１の画像更新判断部２１は、表示画像生成部３０１から転送され
た画像データを画像データ格納部４０１へ格納する（Ｓ１４）。
【００３１】
　続いて、表示制御部２０１の画像データ転送部２３は、表示タイミング（ＶＳＹＮＣ）
を生成する（Ｓ１６）。ここでは、Ｓ１１において、画像更新判断部２１が画像更新有り
と判断しているため、第１フレームレート設定部２２によって設定されたフレームレート
１２０Ｈｚ間隔で表示更新が行える表示タイミング（ＶＳＹＮＣ）を生成する。
【００３２】
　次に、表示制御部２０１の画像データ転送部２３は、生成した表示タイミングで、画像
データ格納部４０１に格納された画像データを読み出し（Ｓ１７）、表示パネル１０１に
転送する（Ｓ１８）。表示パネル１０１は、表示制御部２０１から転送された画像データ
を表示する（Ｓ１９）。
【００３３】
　一方、Ｓ１１において、表示制御部２０１の画像更新判断部２１が、画像更新が無いと
判断すれば、Ｓ１５に移行する。
【００３４】
　Ｓ１５において、表示制御部２０１の第１フレームレート設定部２２は、画像更新判断
部２１から画像更新が無いことを示す信号を受信し、画像データの転送を一時休止するか
否かを判断する。ここで、画像データの転送を一時休止するとは、上述した図２の（ｂ）
に示す休止期間を設定することである。
【００３５】
　また、Ｓ１５における一時休止の判断は、例えば前回のフレームにおいて画像表示を行
っているか否かを確認することで行う。例えば、前回のフレームにおいて画像表示を行っ
ているか否かの確認を、画像データ格納部４０１に格納されている画像データが更新され
ているか否かで行ってもよいし、表示画像生成部３０１から所定のタイミングで画像デー
タの転送があるか無いかで行ってもよい（画像データ更新判断工程）。つまり、画像デー
タが更新されていれば、前回のフレームにおいて画像表示を行っていると判断する。従っ
て、画像データが更新されている場合、前回のフレームで画像表示が行われているため、
一時休止すると判断し（Ｓ１５のＹｅｓ）、処理を終了する。このように、一時休止した
場合、図２の（ｂ）に示す６０Ｈｚ更新となる（フレームレート設定工程）。
【００３６】
　一方、前回のフレームにおいて画像表示を行っていない場合（Ｓ１５のＮｏ）、表示パ
ネル１０１の表示更新を行うために、Ｓ１６に移行し、表示タイミングを生成し、Ｓ１１
において画像更新有りの場合と同じ処理を実行する。
【００３７】
　このようにして、画像更新されていると判断することで、通常、１２０Ｈｚ更新を行っ
ている処理を、６０Ｈｚ更新にしている。これにより、常時１２０Ｈｚ更新を行っている
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場合に比べて、消費電力の低減を図ることができる。
【００３８】
　表示制御部２０１の発光制御部２７は、第１フレームレート設定部２２による画像デー
タの更新タイミングの制御とは独立して、表示パネル１０１の発光部１１の発光タイミン
グを制御する。ここでは、表示制御部２０１の発光制御部２７は、図３のステップＳ１１
の画像の更新の有無に関わらず、所定の周期（一定間隔）にて表示パネル１０１の発光部
（表示素子）１１の発光を行う（Ｓ２０）。
【００３９】
　なお、図３では、各ステップの最後のＳ２０において、発光制御部２７が表示パネル１
０１の発光部１１の発光を行うように記載しているが、本実施形態ではこれに限定されな
い。本実施形態では、発光制御部２７は、画像データの更新タイミングの制御とは独立し
て、表示パネル１０１の発光部１１の発光タイミングを制御するため、Ｓ１９の画像表示
の前に発光部１１を発光させてもよい。
【００４０】
　（作用・効果）
　上記構成の表示装置１において、第１フレームレート設定部２２は、フレームレートを
、画像更新判断部２１により、画像更新無しと判断されたとき、前回の画像更新判断時の
フレームレート（１２０Ｈｚ）よりも低いフレームレート（６０Ｈｚ）に設定するように
なっている。
【００４１】
　従って、画像更新無しと判断された場合には、フレームレートが前回の画像更新判断時
のフレームレート（１２０Ｈｚ）よりも低いフレームレート（６０Ｈｚ）になるので、フ
レームレートが１２０Ｈｚの場合に比べて、消費電力を低減することができる。
【００４２】
　また、上記構成の表示装置１において、発光制御部２７は、画像データの更新タイミン
グの制御とは独立して、所定の周期にて表示パネル１０１の発光部１１を発光させるよう
に、発光部１１の発光タイミングを制御する。これにより、フレームを１回間引いて、デ
ータ転送しない期間である休止期間、すなわち、画像データ更新無しのタイミングにおい
ても発光制御部２７は、表示パネル１０１の発光部１１を発光させるように発光タイミン
グを制御することになる。その結果、表示パネル１０１が、発光の周期が少しでも変動す
ると表示品位が低下するＯＬＥＤ等の自発光のディスプレイであっても、表示品位を確保
できる。
【００４３】
　なお、上記説明ではフレームレートは１２０Ｈｚと６０Ｈｚの間での変更を例に説明し
たが、もちろんこれに限られるものではなく、表示装置が動作可能な任意の範囲でフレー
ムレートを設定できるものである。すなわち、本実施形態では、表示装置が動作可能な範
囲で任意の範囲でフレームレートの上限値および下限値を設定できるものである。例えば
、上記説明ではフレームレートの上限値は１２０Ｈｚであるが、本実施形態ではフレーム
レートの上限値は２４０Ｈｚであってもよいし、３６０Ｈｚであってもよいし、さらに大
きい値としてもよい。また、上記説明ではフレームレートの下限値は６０Ｈｚであるが、
本実施形態ではフレームレートの下限値は１Ｈｚであってもよいし、０．１Ｈｚであって
もよいし、さらに小さい値としてもよい。
【００４４】
　例えば１２０Ｈｚ～３０Ｈｚまでの範囲でフレームレートを変える事ができるＯＬＥＤ
表示装置の場合、１２０Ｈｚ～３０Ｈｚまでの範囲で所定のフレームレートの上限値およ
び下限値の設定が可能である。また、例えば１２０Ｈｚ～１Ｈｚまでの範囲でフレームレ
ートを変える事が出来る液晶表示装置の場合、１２０Ｈｚから１Ｈｚまでの範囲でフレー
ムレートの上限値および下限値の設定が可能である。
【００４５】
　〔実施形態２〕
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　本発明の他の実施形態について、説明すれば以下のとおりである。なお、説明の便宜上
、前記実施形態１にて説明した部材と同じ機能を有する部材については、同じ符号を付記
し、その説明を省略する。
【００４６】
　（表示装置）
　図４は、本実施形態に係る表示装置２の概略構成ブロック図を示す。表示装置２は、図
１の表示装置１の構成に、ユーザによりフレームレートを指示するためのフレームレート
指示部５０１が追加され、さらに、図１の表示制御部２０１に代えて、当該表示制御部２
０１の画像データ更新制御部２８の構成に、フレームレート指示部５０１によるユーザ指
定のフレームレートの上限値の設定を行うための第２フレームレート設定部２４が追加さ
れた表示制御部２０２を備えている。
【００４７】
　フレームレート指示部５０１は、ユーザにより例えば１２０Ｈｚまたは６０Ｈｚのフレ
ームレートを選択できるようになっており、選択されたフレームレートを表示制御部２０
２の画像データ更新制御部２９の第２フレームレート設定部２４に送るようになっている
。
【００４８】
　第２フレームレート設定部２４は、フレームレート指示部５０１から送られたフレーム
レートが６０Ｈｚであれば、６０Ｈｚをフレームレートの上限値とし、第１フレームレー
ト設定部２２に送る。
【００４９】
　また、第２フレームレート設定部２４は、フレームレート指示部５０１から送られたフ
レームレートが１２０Ｈｚであれば、１２０Ｈｚをフレームレートの上限値として、第１
フレームレート設定部２２に送る。
【００５０】
　すなわち、上記第１フレームレート設定部２２は、上記第２フレームレート設定部２４
によりフレームレートの上限値が設定されたとき、当該第１フレームレート設定部２２で
設定されるフレームレートの上限値を、上記第２フレームレート設定部２４で設定された
上限値とする。
【００５１】
　（ユーザによりフレームレートが６０Ｈｚと選択された場合）
　第２フレームレート設定部２４は、第１フレームレート設定部２２に対してフレームレ
ートの上限値を６０Ｈｚにするように指示し、第１フレームレート設定部２２は、必ず、
フレームレートが６０Ｈｚを上まらないように画像データを表示パネル１０１に転送する
ように画像データ転送部２３に指示を行う。
【００５２】
　なお、ユーザが設定できるフレームレートは勿論１２０Ｈｚ、６０Ｈｚに固定されるも
のではなく、表示装置が動作可能な任意のフレームレートから設定できるものである。
【００５３】
　ここで、表示パネル１０１への画像データの転送のタイミング、すなわち表示タイミン
グは、画像データ転送部２３によって決められる。また、表示画像生成部３０１における
画像生成の更新タイミングも表示タイミング（ＶＳＹＮＣ）に従う。従って、画像データ
転送部２３は、生成した表示タイミングにより画像データを表示パネル１０１に転送する
。
【００５４】
　具体的には、画像データ転送部２３が生成する表示タイミング（ＶＳＹＮＣ）の立ち下
がり及び立ちがりを２回に１回停止することで、図２の（ｂ）に示すように、表示画像生
成部３０１も６０Ｈｚ間隔で画像生成を行うようになり休止駆動を行うことができる。
【００５５】
　（ユーザによりフレームレートが１２０Ｈｚと選択された場合）
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　この場合には、画像データ転送部２３は、表示タイミングの上限を１２０Ｈｚとする。
このため、画像更新が連続でされた場合は１２０Ｈｚで連続して画像データを表示パネル
１０１に転送することになる。
【００５６】
　このように、ユーザがフレームレート指示部５０１により指示したフレームレートを、
第１フレームレート設定部２２により設定されたフレームレートの上限値に設定すること
によって、ユーザの要望に応じたフレームレートにより画像表示を行わせることができる
という効果を奏する。
【００５７】
　本実施形態では、前記実施形態１に加えて、ユーザの要望に応じるために、フレームレ
ートの上限値の設定をユーザにより行っているが、下記の実施形態３のように、バッテリ
ー残量に応じてフレームレートの上限値を設定するようにしてもよい。
【００５８】
　〔実施形態３〕
　本発明の他の実施形態について、説明すれば以下のとおりである。なお、説明の便宜上
、前記実施形態１，２にて説明した部材と同じ機能を有する部材については、同じ符号を
付記し、その説明を省略する。
【００５９】
　（表示装置）
　図５は、本実施形態に係る表示装置３の概略構成ブロック図を示す。表示装置３は、図
４に示す表示装置２の構成に、表示装置３のバッテリー残量を検出（チェック）するため
のバッテリー残量検出部（バッテリー残量チェック部）６０１が追加され、さらに、図４
の表示制御部２０２に代えて、当該表示制御部２０２の画像データ更新制御部２９の構成
に、バッテリー残量検出部６０１の検出結果（バッテリー残量）に応じたフレームレート
の上限値を設定する第３フレームレート設定部２５を備えた表示制御部２０３を備えてい
る。
【００６０】
　画像データ更新制御部３０の第３フレームレート設定部２５によりフレームレートの上
限値が設定されたとき、第１フレームレート設定部２２で設定されるフレームレートの上
限値を、上記第３フレームレート設定部２５で設定されたフレームレートの上限値とする
。
【００６１】
　すなわち、上記第１フレームレート設定部２２は、上記第３フレームレート設定部２５
によりフレームレートの上限値が設定されたとき、上記第１フレームレート設定部で設定
されるフレームレートの上限値を、上記第３フレームレート設定部で設定された上限値と
する。
【００６２】
　（フレームレート設定処理）
　図６は、図５に示す表示装置３の第３フレームレート設定部２５におけるフレームレー
ト設定処理の流れを示すフローチャートである。なお、本フレームレート設定処理は、前
記実施形態１の説明で使用したフローチャート（図３）の最初のステップ（Ｓ１１）を行
う前に実行するものとする。
【００６３】
　第３フレームレート設定部２５は、バッテリー残量検出部６０１から送られる信号から
バッテリー残量を検出し（Ｓ３１）、検出したバッテリー残量に応じた上限フレームレー
トを設定する（Ｓ３２）。
【００６４】
　本実施形態におけるバッテリー残量のチェック対象は、表示装置３のバッテリーである
が、これに限定されるものではなく、表示制御部２０３が搭載される電子機器のバッテリ
ーであればよい。
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【００６５】
　本実施形態では、前記実施形態２に加えて、バッテリー残量に応じてフレームレートの
上限値を設定するようにしているが、下記の実施形態４では、実行するアプリケーション
毎にフレームレートの上限値を設定するようにしてもよい。
【００６６】
　〔実施形態４〕
　本発明の他の実施形態について、説明すれば以下のとおりである。なお、説明の便宜上
、前記実施形態１～３にて説明した部材と同じ機能を有する部材については、同じ符号を
付記し、その説明を省略する。
【００６７】
　（表示装置）
　図７は、本実施形態に係る表示装置４の概略構成ブロック図を示す。なお、本実施形態
では、表示装置４を、アプリケーションを実行可能なスマートフォン等の携帯情報端末に
搭載した場合について説明する。
【００６８】
　表示装置４は、図５に示す表示装置３の構成に、実行されるアプリケーションを判断す
るアプリ実行判断部７０１が追加され、さらに、図５の表示制御部２０３に代えて、当該
表示制御部２０３の画像データ更新制御部３０の構成に、アプリ実行判断部７０１による
判断結果に応じて、フレームレートの上限値を設定する第４フレームレート設定部２６を
備えた表示制御部２０４を備えている。ここで、アプリ実行判断部７０１は、上記判断結
果として、実行されているアプリケーションの識別信号が表示制御部２０４に送信される
。
【００６９】
　画像データ更新制御部３１の第４フレームレート設定部２６は、実行されているアプリ
ケーションとフレームレートの上限値とが対応づけられたテーブルを有しており、実行し
ているアプリケーションを識別する信号を受信すると、上記テーブルを参照して、フレー
ムレートの上限値が設定され、第１フレームレート設定部２２で設定されるフレームレー
トの上限値を、上記第４フレームレート設定部２６で設定されたフレームレートの上限値
とする。
【００７０】
　すなわち、上記第１フレームレート設定部２２は、上記アプリ実行判断部７０１により
実行されているアプリケーションに応じて、当該第１フレームレート設定部２２で設定さ
れるフレームレートの上限値とする。
【００７１】
　（フレームレート設定処理）
　図８は、図７に示す表示装置４の第４フレームレート設定部２６におけるフレームレー
ト設定処理の流れを示すフローチャートである。なお、本フレームレート設定処理は、前
記実施形態１の説明で使用したフローチャート（図３）の最初のステップ（Ｓ１１）を行
う前に実行するものとする。
【００７２】
　ここで、アプリケーション毎に、当該アプリケーションを実行したときの画像表示を表
示パネル１０１に行わせるフレームレートの上限値が予め設定されている。例えば、レー
スゲーム等動作の激しいアプリケーションの場合、パフォーマンスが必要なのでフレーム
レート１２０Ｈｚが上限値として設定され、クイズゲーム等あまり画像変化のないアプリ
ケーソンの場合、パフォーマンスは必要無いので、フレームレート６０Ｈｚが上限値とし
て設定されている。
【００７３】
　まず、第４フレームレート設定部２６は、アプリ実行判断部７０１から送られた判断結
果からアプリ実行信号を受信したか否かを判断する（Ｓ４１）。ここで、実行アプリ識別
信号を受信すると、実行されるアプリに合わせた上限フレームレートに設定し、処理を終
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了する（Ｓ４２）。
【００７４】
　なお、上記フローチャートでは、アプリケーション毎に予め設定されたフレームレート
の上限値を、第１フレームレート設定部２２において設定したフレームレートの上限値と
して自動設定しているが、これに限定されるものではなく、１回目のアプリケーション実
行時の画像データの更新タイミングを計測しフレームレートの上限値を求め、この上限値
を記憶し、２回目以降のアプリケーション実行時に、記憶した上限値を第１フレームレー
ト設定部２２において設定したフレームレートの上限値として自動設定するようにしても
よい。
【００７５】
　または、使用するアプリケーション毎に、ユーザがフレームレートの上限値を設定する
ようにしてもよい。さらに、アプリケーションの製作者によって、フレームレートの上限
値を予め決めていてもよい。
【００７６】
　なお、本実施形態では、表示装置４を、アプリケーションを実行可能なスマートフォン
等の情報携帯端末に搭載した例について説明したが、このような情報携帯端末に限定され
るものではなく、アプリケーション実行可能な電子機器であればよい。
【００７７】
　上記の各実施形態では、フレームレートの上限値の設定について詳細に説明したが、フ
レームレートの下限値は６０Ｈｚとして説明しているが、この下限値についてはこれに限
定されない。本実施形態では、フレームレートの下限値は、表示パネル１０１の種類によ
って決めればよい。例えば、表示パネル１０１がＯＬＥＤの場合、フレームレートを３０
Ｈｚまで落とすことができ、表示パネル１０１が酸化物半導体を用いた液晶パネルの場合
、フレームレートを１Ｈｚまで落とすことができる。
【００７８】
　本発明は、上記の各実施形態に限定されるものではなく、フレームレート可変の表示装
置に適用され、さらに、このような表示装置を搭載したパソコンなどの電子機器に適用さ
れ、消費電力の低減効果を有するため、特に、携帯型の電子機器、スマートフォン、ノー
トパソコン、ゲーム機器等に適用することができる。
【００７９】
　〔ソフトウェアによる実現例〕
　表示制御部２０１～２０４の制御ブロック（特に第１フレームレート設定部２２、第２
フレームレート設定部２４、第３フレームレート設定部２５、第４フレームレート設定部
２６）および発光制御部２７は、集積回路（ＩＣチップ）等に形成された論理回路（ハー
ドウェア）によって実現してもよいし、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を用いてソ
フトウェアによって実現してもよい。
【００８０】
　後者の場合、第１フレームレート設定部２２、第２フレームレート設定部２４、第３フ
レームレート設定部２５、第４フレームレート設定部２６および発光制御部２７は、各機
能を実現するソフトウェアである表示制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ、上記表示
制御プログラムおよび各種データがコンピュータ（またはＣＰＵ）で読み取り可能に記録
されたＲＯＭ（Read Only Memory）または記憶装置（これらを「記録媒体」と称する）、
上記表示制御プログラムを展開するＲＡＭ（Random Access Memory）などを備えている。
そして、コンピュータ（またはＣＰＵ）が上記表示制御プログラムを上記記録媒体から読
み取って実行することにより、本発明の目的が達成される。上記記録媒体としては、「一
時的でない有形の媒体」、例えば、テープ、ディスク、カード、半導体メモリ、プログラ
マブルな論理回路などを用いることができる。また、上記プログラムは、該表示制御プロ
グラムを伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや放送波等）を介して上記コンピ
ュータに供給されてもよい。なお、本発明は、上記表示制御プログラムが電子的な伝送に
よって具現化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形態でも実現され得る。
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【００８１】
　〔まとめ〕
　本発明の態様１に係る表示制御装置は、発光部を有し、画像データを表示する表示パネ
ルを制御する表示制御装置であって、上記発光部の発光タイミングを制御する発光制御部
と、上記発光タイミングの制御とは独立して、上記画像データの更新タイミングを制御す
る画像データ更新制御部と、を備えている。
【００８２】
　本発明の態様２に係る表示制御装置は、上記態様１において、上記画像データ更新制御
部による上記画像データの更新無しのタイミングにて上記表示パネルの上記発光部を発光
させてもよい。
【００８３】
　本発明の態様３に係る表示制御装置は、上記態様１または２において、上記発光制御部
は、所定の周期にて上記表示パネルの上記発光部を発光させてもよい。
【００８４】
　本発明の態様４に係る表示制御装置は、上記態様１～３の何れか１つにおいて、上記表
示制御装置は、外部から供給された画像データの更新の有無を、予め設定された画像更新
期間毎に判断する画像データ更新判断部をさらに備え、上記画像データ更新制御部は、上
記画像データ更新判断部の判断結果に応じてフレームレートを設定することによって、上
記表示パネルに、少なくとも２種類のフレームレートを切替えて画像表示を行わせる第１
フレームレート設定部を備えていてもよい。
【００８５】
　本発明の態様５に係る表示制御装置は、上記態様４において、上記画像データ更新判断
部が、外部から供給され、上記表示パネルに転送する画像データを格納する画像データ格
納部に格納された画像データにより更新の有無を判断してよい。
【００８６】
　本発明の態様６に係る表示制御装置は、上記態様４または５において、上記第１フレー
ムレート設定部は、上記画像データ更新判断部により、画像データ更新無しと判断された
とき、上記フレームレートを、前回の画像更新判断時のフレームレートよりも低いフレー
ムレートに設定してもよい。
【００８７】
　本発明の態様７に係る表示制御装置は、上記態様４～６の何れか１態様において、画像
データ更新制御部は、ユーザによりフレームレートの上限値を設定する第２フレームレー
ト設定部をさらに備え、上記第１フレームレート設定部は、フレームレートの上限値を、
上記第２フレームレート設定部で設定されたフレームレートの上限値としてもよい。
【００８８】
　本発明の態様８に係る表示制御装置は、上記態様４～７の何れか１態様において、上記
表示制御装置は、当該表示制御装置を搭載する電子機器のバッテリー残量をチェックする
バッテリー残量チェック部をさらに備え、上記画像データ更新制御部は、上記バッテリー
残量チェック部により検知されたバッテリー残量に応じてフレームレートの上限値を設定
する第３フレームレート設定部をさらに備え、上記第１フレームレート設定部は、フレー
ムレートの上限値を、上記第３フレームレート設定部で設定されたフレームレートの上限
値としてもよい。
【００８９】
　本発明の態様９に係る表示制御装置は、上記態様４～８の何れか１態様において、表示
制御装置を搭載する電子機器において実行されるアプリケーション毎に、当該アプリケー
ションを実行したときの画像表示を表示パネルに行わせるフレームレートの上限値が設定
されており、上記表示制御装置は、実行されているアプリケーションを判断するアプリ実
行判断部をさらに備え、上記画像データ更新制御部は、実行されているアプリケーション
に対応してフレームレートの上限値を設定する第４フレームレート設定部をさらに備え、
上記第１フレームレート設定部は、上記アプリ実行判断部により、判断された実行されて
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られたフレームレートの上限値としてもよい。
【００９０】
　本発明の態様１０に係る表示制御方法は、表示パネルに、少なくとも２種類のフレーム
レートを切替えて画像表示を行わせる表示制御方法において、外部から供給された画像デ
ータの更新の有無を、予め設定された画像更新期間毎に判断する画像データ更新判断工程
と、上記画像データ更新判断工程における判断結果に応じてフレームレートを設定するフ
レームレート設定工程と、を含むことを特徴としている。
【００９１】
　本発明の各態様に係る発光制御部および画像データ更新制御部は、コンピュータによっ
て実現してもよく、この場合には、コンピュータを上記発光制御部および画像データ更新
制御部が備える各部（ソフトウェア要素）として動作させることにより上記発光制御部お
よび画像データ更新制御部をコンピュータにて実現させる発光制御部および画像データ更
新制御部の制御プログラム、およびそれを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体
も、本発明の範疇に入る。
【００９２】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。さらに、各実施形態にそれ
ぞれ開示された技術的手段を組み合わせることにより、新しい技術的特徴を形成すること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明は、発光部を有し、画像データを表示する表示パネルを制御する表示装置、この
ような表示装置を搭載した電子機器に利用することができ、これらの電子機器のうち、特
に、バッテリー駆動する電子機器、例えばスマートフォン等の携帯情報端末に好適に利用
することができる。
【符号の説明】
【００９４】
１、２、３、４　表示装置
１１　発光部
２１　画像更新判断部（画像データ更新判断部）
２２　第１フレームレート設定部
２３　画像データ転送部
２４　第２フレームレート設定部
２５　第３フレームレート設定部
２６　第４フレームレート設定部
２７　発光制御部
２８、２９、３０、３１　画像データ更新制御部
１０１　表示パネル
２０１～２０４　表示制御部
３０１　表示画像生成部
４０１　画像データ格納部
５０１　フレームレート指示部
６０１　バッテリー残量検出部（バッテリー残量チェック部）
７０１　アプリ実行判断部
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